
令和６年３月２９日 

報道機関各位 

独立行政法人国立文化財機構 奈良文化財研究所長 

本中  眞 

令和６年 4 月 1 日付奈良文化財研究所の組織改編について 

 早春の折、報道機関の皆様におかれましてはますますご繁栄のこととお慶び

申し上げます。 

 本研究所では、令和 4 年度に研究所創立 70 周年を機にこれまでの組織にお

いて整理した現状・課題を踏まえ、令和 6 年 4 月 1 日付で組織改編を行うこと

としました。 

 添付の 概要 に記載の大きな 5 本の柱を基軸として、 別紙 のとおり今後の

研究所業務が円滑で効率的に実施できる体制へと移行いたします。中でも、飛

鳥資料館には、新規に「古墳壁画室」を創設いたします。 

 引き続きの皆様方の御支援御協力を賜りますよう何卒お願い申し上げます。 



1. 文化遺産部と都城発掘調査部との間における調査研究分野の重複を解消、両者の役割分
担・相乗効果をさらに発展

「文化遺産部 歴史史料研究室」への整理・統合
「文化遺産部 建造物遺構研究室」への整理・統合

4. 平城宮跡資料館を中心とする企画調整部 展示企画室の体制強化
「企画調整部 展示公開活用研究室」への改称

2. 遺跡のマネジメント／インタープリテーション・プレゼンテーションに関する調査研究の推進
「文化遺産部 遺跡研究室」への改称
「埋蔵文化財センター 遺跡調査技術研究室」への改称

3. キトラ古墳壁画をはじめ飛鳥地域を中心とする古墳壁画の保存、修復、公開、活用及び壁画
古墳の調査及び研究の推進

「飛鳥資料館 古墳壁画室」の創設

概要

5. 研究支援推進部の財務関連事項を一元化、各係の充実化、課名の改称
財務系業務を集約し、「研究支援推進部 財務戦略課」に改称
総務課 文化財情報係 による情報関係セキュリティ・インフラの強化
総務課 図書資料室 の運営体制の正常化
「環境整備課」への改称



独立行政法人国立文化財機構 奈良文化財研究所 組織改編 （令和6年（2024）4月1日付） 別紙

所 長 企画調整部 企画調整室

国際遺跡研究室

文化財情報研究室

展示公開活用研究室

写真室

文化遺産部 歴史史料研究室

建造物遺構研究室
景観研究室

遺跡研究室

都城発掘調査部

考古第一研究室

考古第二研究室

考古第一研究室

考古第二研究室

平城地区

飛鳥・藤原地区

埋蔵文化財センター 保存修復科学研究室

環境考古学研究室

年代学研究室

遺跡調査技術研究室

飛鳥資料館

研究支援推進部 総務課

財務戦略課

環境整備課

学芸室

古墳壁画室

所 長 企画調整部 企画調整室

国際遺跡研究室

文化財情報研究室

展示企画室

写真室

文化遺産部 歴史研究室

建造物研究室

景観研究室

遺跡整備研究室

史料研究室

考古第一研究室

考古第二研究室

考古第三研究室

史料研究室

遺構研究室

考古第一研究室

考古第二研究室

考古第三研究室

遺構研究室

平城地区

飛鳥・藤原地区

埋蔵文化財センター 保存修復科学研究室

環境考古学研究室

年代学研究室

遺跡・調査技術研究室

飛鳥資料館 学芸室

研究支援推進部 総務課

連携推進課

研究支援課

都城発掘調査部

副所長

水中遺跡PT

宮跡管理PT 

水中遺跡PT

宮跡管理PT 

副所長

図の右端の三角形は、整理・統合又は名称変更の対象となる研究室・課を指す。
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